
　

築
地
新
居
区
で
は
、
例
年
で
あ
れ

ば
９
月
上
旬
に
御
崎
神
社
祭
典
が
行

わ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
受

け
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
典
は
、
毎
年
地
域
の
皆
さ

ま
か
ら
温
か
い
言
葉
を
い
た
だ
き
な

が
ら
子
ど
も
た
ち
が
神
輿
を
か
つ
ぐ

貴
重
な
行
事
で
し
た
。午
後
か
ら
は
、

相
撲
大
会
、
縄
跳
び
大
会
が
予
定
さ

れ
て
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み

に
し
て
い
た
だ
け
に
大
変
残
念
で
な

り
ま
せ
ん
。　

　

様
々
な
行
事
が
中
止
に
な
る
中

で
、
ラ
ジ
オ
体
操
を
自
由
参
加
と
い

う
形
で
実
施
し
ま
し
た
。
マ
ス
ク
着

用
や
子
ど
も
同
士
の
間
隔
を
広
く
と

る
こ
と
を
注
意
し
、
密
に
な
る
ラ
ジ

オ
体
操
カ
ー
ド
へ
の
捺
印
は
行
わ
な

い
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の

方
々
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
楽

し
そ
う
な
姿
が
見
ら
れ
て
、
実
施
し

て
良
か
っ
た
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
早
期
終
息
を
心
よ

り
願
っ
て
い
ま
す
。

昭和町教育委員会（☎ 275-3737)

まな
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給
食
セ
ン
タ
ー

甲
府
昭
和
高
校

生
涯
学
習
課

昭
和
町
民
会
議

　

令
和
２
年
度
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
で
、
本
校
書
道
部
が
「
書
に
よ

る
交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
揮き

ご
う毫

し
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
甲
府
昭
和
店
に

掲
示
し
、
交
通
安
全
の
P
R
を
し
た

こ
と
に
対
し
て
、
南
甲
府
警
察
署
・

南
甲
府
交
通
安
全
協
会
・
南
甲
府
安

全
運
転
管
理
者
協
議
会
よ
り
感
謝

状
と
記
念
品
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

10
月
14
日
、
書
道
部
部
長
の

細
田
瞳
さ
ん
（
２
年
押
原
中
出

身
）
が
部
員
を
代
表
し
て
、
感

謝
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

標
語
の
言
葉
は
部
員
全
員
で
考

え
、
細
田
さ
ん
が
書
き
ま
し
た
。
高

齢
者
の
中
に
は
「
ま
だ
大
丈
夫
」
と

油
断
し
て
い
る
人
が
多
く
、
事
故

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
、「
ま
だ

大
丈
夫
は
危
険
で
あ
る
」
と
い
う
自

覚
を
も
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち

で
制
作
し
ま
し
た
。

　

昭
和
町
の
子
ど
も
た
ち
は
、
毎
年

小
学
校
四
年
生
が
昭
和
町
風
土
伝
承

館
杉
浦
醫
院
に
来
館
し
、
地
方
病
に

つ
い
て
し
っ
か
り
学
習
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
昭
和
町
の
社
会
科
副
読

本（
各
市
町
村
教
育
委
員
会
が
編
集
、

発
行
）
に
は
10
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
地

方
病
の
事
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
、
来
館
で
き
な
か
っ
た
小
学
校
へ

杉
浦
醫
院
の
職
員
が
出
向
き
、
出
張

授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
町
と
同
じ
く
多
く
の

患
者
さ
ん
が
い
た
中
央
市
の
小
学
校

に
も
出
向
き
、
地
方
病
の
授
業
を
行

い
ま
す
。
地
方
病
の
授
業
は
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
、
興
味
を
引
く
内

容
で
、
関
心
を
持
ち
集
中
し
て
学
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

来
年
は
、
地
方
病
流
行
終
息
宣
言

か
ら
25
年
の
節
目
の
年
で
す
が
、
近

年
、
地
方
病
の
歴
史
が
徐
々
に
忘
れ

去
ら
れ
て
い
く
、
風
化
し
て
い
く
危

機
感
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
か
つ
て
の
有
病
地
で

あ
っ
た
市
町
村
に
出
向
き
、
地
方
病

の
歴
史
や
杉
浦
健
造
・
三
郎
先
生
の

　

道
徳
教
育
推
進
事
業
と
し
て
行
わ

れ
て
き
た
「
道
徳
授
業
公
開
と
教
育

講
演
会
」
は
、
今
年
で
20
年
目
を
迎

え
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
開
催
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
広
く
地
域
の
方
々
を

お
招
き
す
る
こ
と
が
で
き
ず
残
念
に

思
い
ま
す
。（
例
年
、
開
催
は
10
月
、

11
月
ご
ろ
）

　

そ
の
代
わ
り
、
各
校
に
様
々
な
工

夫
を
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
保
護

者
の
み
を
対
象
と
し
た
「
道
徳
授
業

参
観
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
道
徳
教

育
の
さ
ら
な
る
充
実
が
叫
ば
れ
る

中
、「
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
」
を

め
ざ
し
て
、
質
の
高
い
道
徳
授
業
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
町
の
「
道
徳
授
業
公
開
」
を
、

心
の
教
育

の
伝
統
を

引
き
継
い

で
い
こ
う

と
す
る
各

校
の
ご
努

力
に
敬
服

い
た
し
ま

し
た
。

　

朝
晩
の
冷
え
込
み
が
ま
だ
ま
だ
続

き
ま
す
が
、
体
調
管
理
に
気
を
つ
け

て
い
ま
す
か
？
「
か
ぜ
」
や
「
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
」に
か
か
ら
な
い
た
め
に
も
、

適
度
な
運
動
で
体
力
を
つ
け
、
一
日
三

食
（
朝
・
昼
・
夜
）
の
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
食
事
、
十
分
な
睡
眠
を
と
り
、
規

則
正
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
と
て

も
大
事
で
す
。
ま
た
、
体
内
に
ウ
イ

ル
ス
を
侵
入
さ
せ
な
い
よ
う
、
手
洗

い
、
う
が
い
も
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ

う
。
こ
こ
で
、
普
段
の
生
活
で
も
で

き
る
セ
ン
タ
ー
で
の
手
洗
い
方
法
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

①…

手
を
流
水
で
洗
い
、
汚
れ
を
取
り

除
き
ま
す
。

②…

石
鹸
を
十
分
に
泡
立
て
ま
す
。

③…

手
の
ひ
ら
と
甲
を
よ
く
洗
い
ま
す
。

④…

指
の
間
を
よ
く
洗
い
ま
す
。

⑤…

親
指
の
付
け
根
ま
で
洗
い
ま
す
。

⑥…

指
先
を
洗
い
ま
す
。

⑦…

手
首
か
ら
肘
ま
で
、
洗
い
ま
す
。

⑧…「
爪
ブ
ラ
シ
」
で
、
爪
の
間
、
爪

の
脇
な
ど
を
洗
い
ま
す
。（
ブ
ラ

シ
が
な
い
場
合
は
、
反
対
の
手
の

平
に
こ
す
り
つ
け
て
洗
い
ま
す
。）

⑨…

最
後
に
流
水
で
よ
く
す
す
ぎ
、
清

功
績
を
、子
ど
も
た
ち
と
共
に
学
び
、

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
学
校
以
外
で
も
一
般
団
体

等
向
け
の
出
前
講
座
も
検
討
し
て
お

り
ま
す
。
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら

杉
浦
醫
院
ま
た
は
生
涯
学
習
課
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

潔
な
タ
オ
ル
や
ペ
ー
パ
ー
で
拭

き
、
よ
く
乾
燥
さ
せ
ま
す
。

　

肘
ま
で
洗
っ
た

り
、
ブ
ラ
シ
を
使
っ

た
り
と
少
し
専
門

的
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
手
順
の
手

洗
い
を
「
二
回
」
行

う
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。
繰
り

返
し
行
う
こ
と
で
、
汚
れ
や
ウ
イ
ル

ス
は
一
回
洗
い
よ
り
も
落
と
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食

中
毒
の
予
防
だ
け
で
な
く
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
に
も
、

手
洗
い
が
有
効
的
な
手
段
の
一
つ
で
す

の
で
、
感
染
症
か
ら
身
を
守
る
た
め

に
も
、
手
洗
い
の
習
慣
を
身
に
つ
け

ま
し
ょ
う
。

　

三
学
期
の
給
食
は
８
日
か
ら
開
始

さ
れ
ま
す
。
１
月
の
給
食
は
、
給
食

週
間
に
合
わ
せ
、
山
梨
県
の
郷
土
料

理
と
地
場
産
物
を
活
用
し
た
給
食
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
安
全
、
安
心
で
お
い
し
い

給
食
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
セ
ン
タ
ー

職
員
一
同
、
よ
り
一
層
努
力
し
て
い
き

ま
す
。

南
甲
府
警
察
署
か
ら
書
道
部
に
感
謝
状

●●●

●●●

出
前
授
業
で

　
地
方
病
を
教
え
る

●●●

●●●

道
徳
教
育
推
進
事
業

●●●

●●●

活
動
紹
介

　
　
　
築
地
新
居
区

●●●

●●●

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

●●●

●●●

◎
10
月
定
例
教
育
委
員
会
の
審
議

内
容（
11
月
承
認
の
概
要
）は
次
の

と
お
り
で
す
。

教
育
長
報
告
事
項…

•		

10
月
実
施
四
校
会
の
報
告
に
つ
い
て

•	

管
理
職
登
用
人
事
に
つ
い
て

•	

昭
和
町
道
徳
教
育
推
進
委
員
会
道

徳
授
業
公
開
に
つ
い
て

•	

県
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
秋

季
研
修
会
に
つ
い
て

•	

中
北
地
区
地
域
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
つ
い
て

•	

県
市
町
村
教
育
委
員
会
教
育
長
、

教
育
委
員
会
議
に
つ
い
て

•	

新
就
学
児
童
、中
学
校
入
学
生
徒

数（
10
月
現
在
）に
つ
い
て 

他

生
涯
学
習
課
報
告
連
絡
事
項

•	

関
係
施
設
の
再
開
状
況
に
つ
い
て

•	

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
協
議
会
に
つ

い
て 

他

学
校
教
育
課
報
告
連
絡
事
項

•	

新
年
度
新
入
学
児
童
の
就
学
時

健
康
診
断
の
実
施
に
つ
い
て 

他

協
議
事
項

•	

昭
和
町
学
校
給
食
費
徴
収
規
則

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

•	

昭
和
町
義
務
教
育
諸
学
校
児
童

生
徒
の
学
校
給
食
費
等
補
助
金

交
付
要
綱
の
制
定
に
つ
い
て

教
育
委
員
会

▲ 郡市指導主事会議での出前講座 ▲ 小学校での出前授業
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『 はじまりは たき火 』 『 ゆきのしたのおともだち 』 『 にほんのお福分け歳時記 』

まつむら ゆりこ/作
小林 マキ/絵

福音館書店

ばん たくま/作
くもん出版

広田 千悦子/著
主婦の友社

　火は暗い夜を明るくし、寒いとき
は暖めてくれます。森の木、石炭、
石油を燃やし、さらに発電機の発
明により暮らしは便利になりました。
その一方で環境問題にも直面してい
ます。 
　親子で読んで、エネルギーや環
境について考えるきっかけにしてほ
しい絵本です。

　外は雪。だれとも遊べなくてつま
らないウサギの所へ床下からモグラ
がやってきました。
　モグラとウサギは、どんどん穴を
ほり、キツネの部屋、イノシシの部
屋へ。合唱したり、絵をかいたり、
ともだちがいれば冬だって楽しい。
　みんなはついにぐっすり眠ってい
るクマの部屋に…。動物たちのほの
ぼのしたお話です。

　普段の暮らしの中に織り込められ
るようにある「福」に視点をあてな
がら、季節の楽しみ方、歳時記や
年中行事にそってイラストをまじえて
紹介。 
　四季の歳時にちなんだ「福」を呼
びこむ作法が満載です。
　日々の暮らしが楽しく豊かになる

「おもてなし」の吉例もわかります。

今月のおすすめ本

◦1月の休館日
1〜5日 （金〜火・年末年始）
 11日 （月・祝日）、
 18日 （月）、25日（月）
 29日 （金・月末整理日）

イベントのお知らせ ※原則申し込み不要

問い合わせ
　環境経済課（☎275-8355）

環境
農政

かんきょうけいざい  つうしん NO.152

※7月の粗大ごみの日は、23日（月）になります。当日の朝、昭和町総合体育館駐車場に出してください。
　粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります。それ以外のごみは、しっかりと分別して出しましょう！
※8月の粗大ごみの日は26日（月）です。当日の朝、総合体育館駐車場に出してください。
　粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります。それ以外のごみは、しっかりと分別して出しましょう！

堆
肥
散
布
に
よ
る
悪
臭
な
ど
の
発
生

防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

年
末
年
始
、資
源
ご
み
の
投
入
は

お
控
え
く
だ
さ
い
！

　
年
末
年
始
は
、
資
源
ご
み
の
回
収
を
休
止
す
る
た
め
、
こ
の
期
間

に
資
源
ご
み
を
大
量
に
出
さ
れ
る
と
、
回
収
ボ
ッ
ク
ス
が
壊
れ
て
し

ま
っ
た
り
、
周
辺
に
ご
み
が
散
乱
し
て
し
ま
っ
た
り
と
、
多
く
の
問

題
が
発
生
し
ま
す
。

　
次
の
期
間
は
資
源
ご
み
の
投
入
を
お
控
え
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
回
収
を
休
止
す
る
資
源
ご
み
…
紙
類
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
白
色

ト
レ
ー
、
び
ん
類

・
回
収
を
休
止
す
る
期
間
…
12
月
29
日（
火
）
～
１
月
３
日（
日
）

※
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
、12
月
30
日（
水
）
～
１
月
３
日（
日
）

　

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
堆
肥
の
散
布
が

集
中
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
田
畑
な
ど
へ
の

堆
肥
散
布
は
、
農
作
物
の
健
全
な
生
育
に

重
要
な
作
業
で
あ
る
一
方
、
住
宅
地
が
近

接
す
る
所
で
は
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
堆
肥
を
散
布
す
る
際
に
は
、
次
の
点

に
注
意
し
、
生
活
環
境
の
保
全
と
水
質
汚

濁
の
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
住
居
な
ど
に
近
い
農
地
へ
の
施
肥
は
、

生
活
環
境
に
十
分
配
慮
し
、
悪
臭
や
害

虫
、
汚
水
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

○
十
分
発
酵
さ
せ
た
、
悪
臭
を
伴
わ
な
い

完
熟
堆
肥
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
農
地
に
搬
入
し
た
堆
肥
は
す
ぐ
に
鋤
き

込
み
ま
し
ょ
う
。

○
雨
天
に
よ
り
鋤
き
込
み
が
で
き
な
い
こ

と
が
な
い
よ
う
に
、
天
候
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

○
田
畑
等
に
堆
積
し
て
使
用
す
る
場
合
は
、

悪
臭
や
堆
肥
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
に
、

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど
で
覆
い
ま
し
ょ
う
。

○
地
下
水
汚
染
の
原
因
に
も
な
る
、
過
剰

な
堆
肥
散
布
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
年
末
年
始
は
人
の
往
来
の
激
し
い

時
期
で
す
。ご
自
宅
で
飼
育
さ
れ
て

い
る
ペ
ッ
ト
が
逃
げ
出
し
た
り
し
な

い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

特
に
、犬
は
首
輪
や
リ
ー
ド
が
ゆ

る
ん
で
い
な
い
か
ど
う
か
、猫
に
つ
い

て
は
空
気
の
入
れ
替
え
の
た
め
に
窓
を
開
け
た
際
の
逃
げ
出

し
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、外
出
の
際
ペ
ッ
ト
を
自
宅
に
置
い
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
き
に
も
、同
様
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※１月の粗大ごみの日は、25日（月）になります。当日の朝、昭和町総合体育館駐車場に出してください。
　粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります。それ以外のごみは、しっかりと分別して出しましょう！

年
末
年
始
も
、ペ
ッ
ト
と

い
っ
し
ょ
に
…

【各種イベント中止のお知らせ】
　１月に開催を予定しておりました各イベントにつきまして、新型コロナウイルス感染症
の影響を考慮し中止させていただきます。今後のイベントの開催につきましては、次号の
図書館だよりをご確認ください。
　中止となるイベントは下記のとおりです。
　…・「おはなし会」
　…・「0,1,2…歳児のおはなし会」
　…・「大人のためのおはなし会」
　…・「ギターの調べ」
　…・「新春落語会」
　図書館の各イベントを心待ちにされていた皆さま、大変申し訳ござい
　ません。ご理解のほど、よろしくお願いいたします。
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町
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
例
年
開
催
し
て
お
り
ま
す
福
祉
軽

ス
ポ
ー
ツ
親
善
交
流
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大

し
て
い
る
状
況
を
受
け
、
参
加
者
及
び
関
係
者
の
皆
様
の
感
染
防
止

の
た
め
、
今
年
度
の
開
催
を
中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
開
催
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
、
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
ご
理
解
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

竜王年金事務所…☎278-1100…／…役場…町民窓口課…国保年金係…☎275-8264

 シリーズ
その193国 民 年 金 年金は世代間の支えあい

年金について
もう一度考えてみませんか

　
昭
和
町
広
報
の
国
民
年
金
シ
リ
ー
ズ

の
今
回
は
、今
月
成
人
式
が
開
催
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、20
歳
に
な
っ
た
時
の
国

民
年
金
の
手
続
き
等
に
つ
い
て
ご
説
明

い
た
し
ま
す
。 

  　

国
民
年
金
は
、高
齢
に
な
っ
た
と
き

や
い
ざ
と
い
う
と
き
の
生
活
を
、現
役

世
代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え

で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。 

　
昭
和
61
年
４
月
か
ら
学
生
を
除
く
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
日
本
に
住
む
す
べ

て
の
人
を
強
制
加
入
と
し
、平
成
３
年

４
月
か
ら
は
学
生
の
方
も
強
制
加
入
と

な
り
、20
歳
に
な
る
と
全
員
な
ん
ら
か

の
年
金
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。  

  　
20
歳
に
な
っ
た
方
に
は
日
本
年
金
機

構
か
ら
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
と

し
て
加
入
し
た
こ
と
の
お
知
ら
せ
が
送

付
さ
れ
ま
す
。 

　

20
歳
に
な
っ
て
か
ら
、概
ね
２
週
間

以
内
に「
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら

せ
」、「
国
民
年
金
保
険
料
納
付
書
」、「
国

民
年
金
の
加
入
と
保
険
料
の
ご
案
内

（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）」、「
保
険
料
の
納
付

猶
予
制
度
と
学
生
納
付
特
例
制
度
の
申

請
書
」、「
返
信
用
封
筒
」が
送
付
さ
れ

ま
す
。「
年
金
手
帳
」は
別
途
送
付
さ
れ

ま
す
。「
年
金
手
帳
」は
保
険
料
納
付
の

確
認
や
将
来
年
金
を
受
け
取
る
際
に
必

要
で
す
。大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

［
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
だ
っ
た

方
、共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
た
方
、障

害
・
遺
族
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方（
し

て
い
た
方
）に
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。］ 

　
20
歳
に
な
っ
て
か
ら
約
２
週
間
程
度

経
過
し
て
も「
国
民
年
金
加
入
の
お
知

ら
せ
」が
送
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、国
民

年
金
の
加
入
手
続
き
が
必
要
な
た
め
、

役
場
町
民
窓
口
課
年
金
担
当
ま
た
は
竜

王
年
金
事
務
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。 

　
な
お
、以
下
に
該
当
す
る
方
は
、国
民

年
金
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
加
入
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

・ 

20
歳
直
前
で
海
外
出
国
さ
れ
、「
国

民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
」が
送
付

さ
れ
た
方
➡
竜
王
年
金
事
務
所
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

・
20
歳
に
な
っ
た
と
き
に
、配
偶
者（
厚

生
年
金
・
共
済
年
金
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
）の
扶
養
と
な
っ
て
い
る
方

➡
配
偶
者
の
勤
務
先
へ
連
絡
し
、国

民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。  

    　
「
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
」に
同

封
さ
れ
て
い
る
納
付
書
で
保
険
料
を
納

め
て
く
だ
さ
い
。 

　

今
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、月

額
１
万
６
５
４
０
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。国
民
年
金
制
度
は
20
歳
に
な
る
誕

生
日
の
前
日
が
新
規
加
入
日
と
な
り
、

該
当
日
の
属
す
る
月
か
ら
保
険
料
が
発

生
し
ま
す
。（
例
え
ば
、令
和
３
年
１
月

１
日
が
誕
生
日
の
場
合
は
、令
和
２
年

12
月
31
日
が
加
入
日
で
保
険
料
は
12
月

分
か
ら
発
生
し
ま
す
。） 

　

保
険
料
の
納
付
方
法
等
の
詳
細
は
竜

王
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
・
付

加
保
険
料
納
付
・
前
納
等
が
可
能
で
す
が

申
し
出
が
必
要
で
す
。付
加
保
険
料
や
前

納
は
申
出
月
か
ら
の
開
始
と
な
り
ま
す
の

で
、誕
生
月
か
ら
の
納
付
を
希
望
す
る
場

合
は
、お
早
め
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

   　
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
と
い
う
人
の
た
め
に
保
険
料
免
除

制
度
が
あ
り
ま
す
。 

　
学
生
の
方
で
納
付
が
困
難
な
場
合
に

は
学
生
納
付
特
例
を
利
用
し
、未
納
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。こ

の
制
度
は
所
得
限
度
額
未
満
の
方
が
学

生
の
間
、納
付
を
猶
予
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。 

　

ま
た
、学
生
以
外
の
方
も
所
得
限
度

額
未
満
の
場
合
は
、免
除
・
納
付
猶
予

制
度
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
免
除
制
度
を
希
望
す
る
方

は
役
場
町
民
窓
口
課
年
金
担
当
ま
た
は

竜
王
年
金
事
務
所
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。 

 

そ
の
他
詳
細
の
お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
町
民
窓
口
課 

年
金
担
当（
直
通
）

　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

　
竜
王
年
金
事
務
所

　
　
（
☎
２
７
８
‐
１
１
０
０
）

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
!　
〜
国
民
年
金
の
基
礎
知
識
を
学
ぼ
う
〜

社会福祉法人　昭和町社会福祉協議会　 【昭和町社会福祉協議会ホームページ】 URL http://www.showashakyo.or.jp
〒409-3864 昭和町押越 955-1 【記事に関するお問い合わせ】☎ 275-0640  FAX 268-3737

－社協だより－
　　　　　 まごころ   第 281号

第
20
回
昭
和
町
福
祉
軽
ス
ポ
ー
ツ
親
善
交
流
会
の
中
止
の
お
知
ら
せ

福
祉
ペ
タ
ン
ク
大
会
を

　
　
　
開
催
し
ま
し
た
！

　
令
和
２
年
11
月
６
日（
金
）、
町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の

福
祉
ペ
タ
ン
ク
大
会
を
、
町
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
連
合
会
ペ
タ

ン
ク
部
の
ご
協
力
の
も
と
、
釜
無
工
業
団
地
公
園
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
に
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
と
な
り
、
参

加
者
の
手
指
消
毒
や
検
温
、
マ
ス
ク
の
着
用
や
参
加
者
同
士

の
距
離
を
空
け
る
な
ど
の
感
染
症
対
策
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
ビ
ュ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
目

標
球
を
狙
っ
て
、
ボ
ー
ル
を
投
げ
合
い
な
が
ら
、
お
互
い
の

チ
ー
ム
の
良
い
プ
レ
ー
に
対
し
て
拍
手
を
送
り
、
試
合
を
楽

し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

　
ま
た
、
ペ
タ
ン
ク
の
経
験
が
あ
ま
り
な

い
参
加
者
に
対
し
て
は
、
経
験
者
が
投
げ

方
や
得
点
の
方
法
を
丁
寧
に
教
え
る
な
ど
、

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
福
祉
ペ
タ
ン
ク

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

国
民
年
金
制
度
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

20
歳
に
な
っ
た
時
の
手
続
き
に
つ
い
て

　
共
同
募
金
会
昭
和
町
分
会
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）
で
は
、「
じ
ぶ

ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
。」
を
テ
ー
マ
に
令
和
２
年
度
の
募
金
活
動

を
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
〝
劇
場
版
「
鬼
滅
の
刃
」
無
限
列
車
編
〟
と
赤
い
羽
根
共
同
募
金
が
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
し
て
お
り
、
当
会
の
窓
口
に
て
５
０
０
円
以
上
の
募
金
協
力
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方

に
は
先
着
で
、
数
量
限
定
〝
劇
場
版
「
鬼
滅
の
刃
」
無
限
列
車
編
〟
と
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
頂
き
ま
し
た
募
金
は
、
災
害
時
に
設
置
す
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
備

品
整
備
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
支
援

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
大
切
な
財
源
と

し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
募
金
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

※	

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
は

数
量
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
無
く
な
り
次

第
、進
呈
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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絆
を
深
め
る
機
会
に
！

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
　
依
田…

茂
巳
（
西
条
二
区
）

No.195

昭
和

共
に

き
輝
け

活い
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
だ
よ
り

き
生い

女ひ
と

と
男ひ
と

と
が
築
き
あ
げ
る
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

事
務
局　
企
画
財
政
課
（
☎
２
７
５

‐

８
１
５
４
）

　

令
和
２
年
が
ス
タ
ー
ト
と
す
る
と
同
じ
く
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
世
界
で
感
染
者
が
増
え
続
け
、

収
束
す
る
気
配
が
な
い
ま
ま
一
年
が
経
と
う
と

し
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
い
収
束
と
現
状
の
改

善
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
に
よ
る
日
本

国
内
の
変
化
と
し
て
、
生
活
用
品
の
品
薄
と
高

騰
や
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
、
そ
し
て
新
し
い
生

活
様
式
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
主

に
テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

あ
る
生
命
保
険
会
社
が
『
い
い
夫
婦
の
日

（
11
月
22
日
）』
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

発
表
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
で
夫
婦
仲
が
『
良
く
な
っ
た
』

と
答
え
た
人
の
割
合
は
19
・
６
％
、『
悪
く
な
っ

た
』
と
答
え
た
人
の
6.1
％
の
３
倍
超
に
も
上
っ

た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
り

自
宅
で
の
勤
務
が
増
え
、
夫
婦
が
一
緒
に
過
ご

す
時
間
が
増
え
た
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
ぞ
れ
が
協
力
し
合
い
家
庭
生
活
を
送

る
、
そ
ん
な
機
会
が
以
前
よ
り
多
く
な
っ
た
こ

と
だ
と
考
え
ま
す
。
仕
事
を
家
で
実
施
す
る
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
仕
事
に
追
わ
れ
て
趣
味
や
家

庭
に
時
間
を
割
け
な
か
っ
た
方
々
が
、
例
え
ば

通
勤
時
間
ひ
と
つ
を
と
っ
て
も
、
自
分
や
家
族

の
た
め
の
有
意
義
な
時
間
と
し
て
利
用
で
き
た

こ
と
が
ひ
と
つ
の
要
因
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
を
よ
り
楽
し
む
方
向
へ
シ
フ
ト

し
、
生
活
し
て
い
く
上
で
『
お
互
い
で
協
力
』

と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
今
ま
で
以
上
に
浸
透
し
て

き
て
い
る
証
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
家

の
事
は
妻
任
せ
だ
っ
た
夫
も
、
自
分
に
で
き
る

こ
と
を
進
ん
で
や
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、

『
夫
婦
の
絆
』が
深
ま
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
非
常
に
厳
し
い
環
境
の
な

か
で
深
め
ら
れ
た
『
夫
婦
の
絆
』
で
す
が
、
次

は
地
域
社
会
に
目
を
向
け
て
『
地
域
の
絆
』
を

深
め
て
い
く
た
め
に
進
め
て
い
っ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
男ひ

と性
と
女ひ

と性
が
輝
け
る
、
素
晴

ら
し
い
地ま

ち域
創
り
を
進
め
る
機
会
へ
と
繋
げ
て

い
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
『
楽
し
く
や
る
じ
ゃ
ん
！

　
　
　

そ
し
て
共
に
暮
ら
し
て
い
こ
う
よ
！
』

昭和町母子愛育会
事務局 いきいき健康課
　　（☎ 275-8785）

こんにちは!愛育会です!

問い合わせ　南甲府警察署　生活安全課（☎ 243-0110）

　児童虐待は、児童の心と体の成長や発達に悪影
響を与えるばかりか、子どもの命に関わる深刻な問
題です。虐待から児童を守るためには、これを早期
に発見し、子どもを保護することが大切です。「虐
待を受けているかもしれない。」と感じたら、迷わず
に警察に相談、通報してください。 
　児童虐待は次のようなことを言います。 
〇身体的虐待 
　首を絞める、殴る、蹴る、激しく揺さぶる、たばこ
の火を押し付けることなどを指します。 
〇怠慢又は拒否（ネグレクト） 
　乳幼児を残したまま度々外出する、乳幼
児を車の中に放置する、適切な食事を与え
ない、衣服や室内を長期間不衛生のまま
にすることなどを指します。 
〇性的虐待 
　児童への淫行、性的行為の強要、児童ポルノの被
写体にすることなどを指します。 
〇心理的虐待 
　言葉により脅かす、児童に対して無視、拒否的な
態度を取る、他の兄弟姉妹と著しく差別した扱いを
する、児童の目の前でのDV等を指します。 

児童虐待防止対策の推進 
　警察では、事件や事故などが発生した際、直ちに現場に向
かうために、

を合言葉に、住民の皆様に落ち着いて話していただくなど、
110 番通報の際のご協力をお願いしております。 
　110 番通報は、一般加入電話及び携帯電話などから「110」
とダイヤルすると、県内どこからでも警察本部の通信指令課に
つながります。
　通信指令課では、担当の警察官が、 

「何かありましたか」「いつのことですか」「場所はどこですか」 
「犯人は」「負傷者は」「あなたの住所、氏名は」 
などをお尋ねしますので、落ち着いてお話しください。 
　110 番は、緊急ダイヤルです。緊急性のない問い合わせは、
最寄りの警察署、交番、駐在所にお問い合わせをお願いします。 
　また、相談ごと等につきましては、 警察本部総合相談室

「#9110」 （# が利用できない場合は、
☎055-233-9110）をご利用ください。 
　110 番通報の適切な利用にご理解
とご協力をお願いいたします。 

110番通報の正しい利用の推進 

いち早く　いそがず・慌てず　れい静に
　１　　１　　０

Healthみなさんの

健康 け
ん
こ
う

企
画 

一
般
財
団
法
人 

里
仁
会（
☎
２
７
３

－

５
４
７
５
）

「
認
知
症
の
村
」
オ
ラ
ン
ダ
・
ホ
フ
ヴ
ェ
イ

山
梨
大
学　
精
神
神
経
医
学
講
座　
助
教　
岩
田 

祐
輔

　

現
在
、
日
本
は
「
超
高
齢

化
社
会
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

高
齢
者
の
割
合
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
総
務
省
の
推
計

で
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

人
口
は
２
０
２
０
年
９
月
時

点
で
３
６
１
７
万
人
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合

は
28
・
7
％
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
精
神
神

経
科
領
域
に
お
け
る
高
齢
化
社
会
で
の
課
題

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
認
知
症
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
２
０
１
７
年
度
高
齢
者
白
書
に
よ
る
と
、

２
０
１
２
年
は
認
知
症
患
者
数
が
約
４
６
０
万

人
、
高
齢
者
人
口
の
15
％
と
い
う
割
合
だ
っ
た

も
の
が
２
０
２
５
年
に
は
５
人
に
１
人
、
20
％

が
認
知
症
に
な
る
と
い
う
推
計
も
あ
り
ま
す
。

治
療
の
選
択
肢
と
し
て
抗
認
知
症
薬
も
あ
り
ま

す
が
、
根
本
的
に
認
知
症
の
進
行
を
止
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
認
知
症
を
患
っ
た
高
齢
者

が
ど
の
よ
う
に
生
活
し
て
い
く
の
か
は
重
要
な

課
題
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

先
進
的
な
認
知
症
高
齢
者
へ
の
生
活
の
ア
プ

ロ
ー
チ
と
し
て
、
以
前
よ
り
度
々
メ
デ
ィ
ア
に

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
介
護
施
設
の
ホ
フ
ヴ
ェ

イ
が
あ
り
ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
の
郊
外
に
あ
る
認
知
症
の
方
の
生
活
施
設
で

す
。
こ
の
施
設
に
は
27
軒
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
が

あ
り
、
生
活
ス
タ
イ
ル
が
似
た
６
〜
７
名
が
共

同
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

る
と
、
現
在
１
５
２
人
が
生
活
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
こ
の
施
設
の
特
徴
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
パ
ブ
、
ク
ラ
ブ
ル
ー

ム
、
街
路
、
路
地
、
劇
場
な
ど
を
整
え
て
お
り
、

一
つ
の
街
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
ホ
フ
ヴ

ェ
イ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
以
前
と
同
じ
よ
う
な

生
活
の
中
で
暮
ら
す
」
で
、
入
居
者
は
買
い
物

な
ど
一
見
ご
く
普
通
に
暮
ら
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
ま
す
が
、
実
際
に
は
職
員
が
24
時
間
態
勢

で
見
守
っ
て
お
り
、
施
設
内
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
を
運
営
す
る
の
も
介
護
職
員
で
す
。
ま

た
、
入
居
者
は
１
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
内
を

自
由
に
散
策
で
き
る
も
の
の
、
周
り
は
建
物
と

塀
で
囲
ま
れ
、
外
に
出
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

大
き
な
セ
ッ
ト
の
中
で
介
護
職
員
が
エ
キ
ス
ト

ラ
の
よ
う
に
か
か
わ
る
よ
う
な
生
活
は
、
映
画

「
ト
ゥ
ル
ー
マ
ン
シ
ョ
ー
」
と
比
較
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
日

常
生
活
を
維
持
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
ユ
ニ
ー

ク
で
注
目
に
値
す
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
を
そ
の
ま
ま
日
本
に

輸
入
す
る
こ
と
は
、
保
険
制
度
の
違
い
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
か
か
わ
る
人
口
の
大
き
さ
の
違
い

を
考
え
る
と
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
方
、

日
本
で
は
２
０
１
７
年
に
認
知
症
の
方
が
注
文

の
オ
ー
ダ
ー
を
取
る
「
注
文
を
ま
ち
が
え
る
料

理
店
」
が
２
日
間
限
定
で
オ
ー
プ
ン
し
、
話
題

と
な
り
ま
し
た
。
認
知
症
に
限
ら
ず
、
高
齢
に

な
っ
て
も
自
分
で
で
き
る
こ
と
を
維
持
し
、
社

会
や
人
と
の
関
わ
り
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
選

択
肢
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

No.164

子宮頸がん検診受診はお済みですか？

　　　　子宮頸がん検診を受診されなかった方のほとんどが、
　　　　「忘れていた」「迷っていた」「抵抗があった」というものでした。
　　　　　・申し込んだときの自分の気持ちを大切に！
　　　　　・自分のため、家族のため、あなたの大切な人のために・・・

受診有効期限は 令和３年１月３０日（土）まで‼
　　　昭和町では、自己負担金０円です。（検査費用の全額が町の負担）

『 健康フェスタ2021 』 は中止になりました。来年度をお楽しみに♪お知らせ

✿すべて専用ハガキでの申し込みになりました。
　（総合健診・人間ドックの案内と一緒に、町から４月に送られています。）
✿国のガイドラインに基づき、受診間隔２年に１回となりました。
　（今年度受診をされた方は、令和３年度は公費での受診はできません。）

 今年度からの子宮頸がん検診はここに注意！

すでに受診券を
お持ちの方！
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INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

日
時　
①
１
月
20
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
５
時
30
分
～
７
時

　
　
　
②
１
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

場
所　
町
民
窓
口
課
（
４
番
窓
口
）

持
ち
物

　
・
交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）

　
・
通
知
カ
ー
ド

　
・
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
等

の
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書

　
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
の
み
）

予
約
期
間

　
①
１
月
４
日
（
月
）
～
19
日
（
火
）

　
②
１
月
４
日
（
月
）
～
15
日
（
金
）

そ
の
他

〇
必
ず
ご
本
人
が
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
に
つ
い
て
は
、
１
月
４
日
か
ら

の
事
前
予
約
制
に
な
り
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
方
は
、
必
ず
町
民
窓
口
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
枠
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
が
な
い
場
合
や
持
ち
物
等
に

不
足
が
あ
る
場
合
は
、
受
付
・
交

付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
確
認

の
う
え
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
当
日
は
更
新
を
除
く
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
の
み
対

応
い
た
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
以
外
の
住
所
変
更
・

自
動
交
付
機
を
除
く
証
明
書
の
発

行
等
の
業
務
は
受
付
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
民
窓
口
課　
町
民
係

（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

　
１
月
11
日
は
成
人
の
日
で
す
。
こ

の
日
は
、「
大
人
に
な
っ
た
こ
と
を

自
覚
し
、
自
ら
生
き
抜
こ
う
と
す
る

二
十
歳
の
皆
さ
ん
を
祝
い
励
ま
す

日
」
で
す
。

　

町
で
は
、
二
十
歳
の
門
出
を
祝

し
、
次
の
と
お
り
成
人
式
を
開
催
し

ま
す
。

日
時　
１
月
10
日
（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
～

場
所　
昭
和
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

対
象　
令
和
２
年
度
に
満
20
歳
を
迎

え
る
昭
和
町
在
住
ま
た
は
押
原
中

学
校
卒
業
生
の
方
（
平
成
12
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
13
年
４
月
１
日

の
間
に
生
ま
れ
た
方
）

問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
６
４
１
）

　
一
緒
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
の
方
の
参

加
も
大
歓
迎
で
す
。

日
時　

２
月
２
日
、
４
日
、
９
日
、

16
日
、
18
日
、
25
日

　
３
月
２
日
、
４
日

（
11
日
、
23
日
を
除
く
毎
週
火
・
木
）

午
後
８
時
～
９
時
３
０
分

場
所　
昭
和
町
総
合
体
育
館

参
加
料　
５
０
０
円

（
教
室
初
日
に
集
金
し
ま
す
）

定
員　
30
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
）

持
ち
物　
体
育
館
履
き
、
ラ
ケ
ッ

ト
（
お
持
ち
で
な
い
方
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

　
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
設
け
て
開

　
催
致
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（
☎
２
７
５
‐
８
６
４
１
）

　
不
動
産
や
会
社
・
法
人
の
登
記
事

項
証
明
書
等
の
取
得
が
必
要
に
な
っ

た
場
合
、
簡
単
、
か
つ
、
お
得
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
る
「
か
ん
た
ん
証
明
書
請
求
」

と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。

請
求
方
法

①
「
登
記
・
供
託
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

シ
ス
テ
ム
へ
ア
ク
セ
ス
（「
登
記

ネ
ッ
ト
」
で
検
索
）

　

https://www.touki-kyoutaku-
online.moj.go.jp/

②
申
請
者
情
報
の
登
録

　
（
初
回
の
み
）

③
か
ん
た
ん
証
明
書
請
求
メ
ニ
ュ
ー

か
ら
必
要
事
項
を
入
力
し
、
送
信

④
手
数
料
を
電
子
納
付
（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
又
は
ペ
イ

ジ
ー
機
能
の
あ
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
支
払

う
。）

メ
リ
ッ
ト

〇
手
数
料
が
安
い

　
　
通
常
１
通
６
０
０
円
の
と
こ
ろ
、

　
　
郵
送
で
受
取
る 

→  

５
０
０
円

　
　
法
務
局
で
受
取
る
→
４
８
０
円

〇
法
務
局
ま
で
行
か
な
く
て
も
よ
い

　
証
明
書
を
郵
送
で
受
け
取
る
場
合

は
、
法
務
局
へ
出
向
く
必
要
が
な

く
、
郵
送
料
は
法
務
局
の
負
担
と

な
り
ま
す
。

〇
利
用
時
間
が
長
い

　
平
日
は
、
午
前
８
時
30
分
～
午
後

９
時
ま
で
利
用
可
能

問
い
合
わ
せ

　
甲
府
地
方
法
務
局
登
記
部
門

　
　
　
　
（
☎
２
５
２
‐
７
２
３
４
）

　
　
　
　
（
☎
２
５
２
‐
７
１
８
６
）

　
山
梨
県
行
政
書
士
会
は
、
女
性
行

政
書
士
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
無
料

電
話
相
談
会
を
以
下
の
日
程
で
実
施

し
ま
す
。
相
談
員
は
全
員
女
性
の
行

政
書
士
で
す
。
こ
の
機
会
に
女
性
が

抱
え
る
様
々
な
お
悩
み
を
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
時　

令
和
３
年
１
月
23
日
（
土
）

　
　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

※
相
談
時
間
は
、
30
分
以
内
で
お
願

　
い
し
ま
す
。

相
談
内
容　
遺
言
相
続
、成
年
後
見
、

契
約
書
作
成
、
農
地
利
用
、
法
人

設
立
、
各
種
許
認
可
申
請
、
在
留

許
可
、
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
行
政
書
士
会　
事
務
局

（
☎
２
３
７
‐
２
６
０
１
）

　
法
律
扶
助
の
日
（
１
月
24
日
）
を

記
念
し
て
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
無
料
で
相
談

で
き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時　
１
月
23
日
（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
（
受
付
終
了
：
午
後
４
時
）

開
催
場
所　
山
梨
県
弁
護
士
会
館

　
（
甲
府
市
中
央
１
丁
目
８
‐
７
）

担
当
者　
弁
護
士　
６
名

　
　
　
　
司
法
書
士　
３
名

相
談
内
容　

離
婚
、
相
続
、
土
地
・

建
物
の
賃
貸
借
、
交
通
事
故
、
損

害
賠
償
、サ
ラ
金
等
消
費
者
問
題
、

そ
の
他

相
談
方
法　
面
談
の
み
（
事
前
予
約

制
）

※
当
日
は
マ
ス
ク
の
着
用
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

※
来
場
は
相
談
者
含
め
２
名
ま
で
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
場
合
は
、
電

話
連
絡
の
上
、
来
場
を
お
控
え
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
弁
護
士
会

　
　
　
　
（
☎
２
３
５
‐
７
２
０
２
）

昭
和
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
時
間
外
・

休
日
の
受
け
取
り（
申
請
済
の
方
の
み
）

令
和
３
年 

昭
和
町
成
人
式

女
性
行
政
書
士
に
よ
る
女
性
の

た
め
の
無
料
電
話
相
談
会

甲
府
地
方
法
務
局
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
新
年
を
迎
え
、地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
も
ま
た
、新
た
な
一
年
が
始
ま
り

ま
す
。伝
統
行
事
の
拝
賀
式
と
小
正
月
の
ど
ん
ど
ん
焼
き
を
ご
案
内
し
ま
す
。

　

な
お
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
や
天
候
等
に
よ
り
日
程
・

内
容
等
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
区
か
ら
の
回
覧
や
区

内
放
送
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

互
ご れ い か い

礼会・拝賀式  １月１日

地区名 時　間 場　所
西 条 一 区 午前 9 時〜 若宮神社（西条一区公会堂前）
西 条 二 区 午前 8 時〜 義清神社（西条二区第一公会堂隣）
清 水 新 居 午前 7 時〜 諏訪神社（清水新居 189）
西 条 新 田 午前 8 時〜 日吉神社（西条新田 318）
押 越 午前 8 時〜 八幡神社
河 東 中 島 午前 8 時〜 熊野神社（河東中島区公会堂隣）
築 地 新 居 午前 8 時〜 御崎神社（築地新居区公会堂隣）
飯 喰 午前 8 時〜 熊野神社
河 西 午前 8 時〜 諏訪神社（河西区公会堂向い）
上 河 東 午前 9 時〜 熊野神社（上河東区公会堂隣）
上河東二区 午前 9 時〜 上河東二区集会所

　拝賀式（互礼会）は、正月元旦に地区の氏神さんや公会堂
に集い、年初の挨拶を交わし合う伝統行事です。
　区によっては年男や新成人のお祝いも行われます。

年
初
の
地
区
行
事

どんどん焼き・小正月祭り

地区名 日　時 場所（どんどん焼き会場） 主な内容

西 条 二 区
1月  9日（土）午後3時〜 西条二区第一公会堂 道祖神祭り、どんどん焼き

1月  9日（土）午後4時30分〜 西条二区第二公会堂 十四日正月（道祖神祭り）、
どんどん焼き

清 水 新 居 1月10日（日）午前11時〜 北１組 道祖神前 道祖神祭り

西 条 新 田 1月  9日（土） 西 午後1時〜 西条新田区公会堂 どんどん焼き1月14日（木）東 午後3時30分〜

押 越 1月11日（月） 北・南、東・川瀬 八幡神社（北・南）、道祖神（東・
川瀬、下）、第二公会堂（曲）

どんどん焼き（東・川瀬 午後５時30分
他は午後６時〜）1月14日（木）・2月14日（日）曲、下

河 東 中 島 1月  9日（土）午後1時〜 熊野神社（第一公会堂隣） まゆ玉作り（午後1時〜 第二公会堂
にて）、どんどん焼き（午後5時〜）

築 地 新 居 1月10日（日）午後5時30分〜 飯喰409付近の田んぼ（昭和バイパ
ス沿い店舗サンロードの北側） どんどん焼き

飯 喰 1月  9日（土）正午〜 熊野神社 獅子舞（正午〜）、
どんどん焼き（午後6時〜）

河 西 1月10日（日）
　午前8時30分〜午後6時30分 諏訪神社（河西区公会堂向い） 獅子舞、どんどん焼き（午後4時点火）

上 河 東 1月10日（日）午後４時30分〜 旧上河東区公会堂跡地
（市川三郷線 上河東交差点前） どんど焼き

上河東二区 1月  9日（土）午後6時〜 上河東横田第一公園
（上河東二区パンダ公園広場） どんど焼き

　どんどん焼きは、小正月の道祖神祭りに由来するといわれる行事で、蚕の繭に似せた米粉の団子
を柳の枝に刺し、正月飾りや書初めを焚き上げた火であぶって食べる伝統行事です。「どんど焼き」

「どんと焼き」ともいわれますが、町内では昔から「どんどん焼き」といわれ親しまれています。また、
地区によっては、獅子舞や祭典、まゆ玉づくりなども行われます。
　なお焚き上げは、原則、紙や木などに限られます。金物やプラスチック等の持ち込みはご遠慮ください。

　※「日時」は、「主な内容」記載の行事全体の予定日時です。
　※「場所」は、どんどん焼き会場です。新年交歓会、まゆ玉作り等は、地区公会堂等が会場となります。
　※「獅子舞」の訪問対象は区によって条件が異なり、区内全戸訪問ではありません。

法
律
扶
助
の
日

無
料
法
律
相
談
会
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INFORMATION CORNER  

暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

　
令
和
３
年
２
月
１
日
か
ら
、
町
の

会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
勤
務
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種

　
一
般
事
務
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
事
務
）

採
用
期
間

　
令
和
３
年
３
月
３
１
日
ま
で

　
（
人
事
評
価
に
よ
り
延
長
を
予
定
）

選
考
方
法　
書
類
審
査
及
び
面
接

応
募
方
法　
総
務
課
窓
口
へ
履
歴
書

（
写
真
付
き
）
を
持
参

募
集
期
間

　
令
和
３
年
１
月
４
日
～
15
日

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
午
後
５
時
15
分
ま
で

問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
総
務
係

（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
３
）

　
求
職
者
支
援
制
度
は
、
雇
用
保
険

を
受
給
で
き
な
い
方
な
ど
を
支
援
す

る
国
の
制
度
で
、
職
業
訓
練
を
受
講

し
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
早
期

就
職
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。
今
ま
で
働
い
た
経
験
が
少
な

か
っ
た
り
、
退
職
後
の
ブ
ラ
ン
ク

が
長
く
て
自
信
が
な
い
方
、 

不
安
な

方
、
知
識
と
技
能
を
更
に
深
め
て
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
方
な

ど
、
ま
ず
は
、 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

〈
２
月
開
講
コ
ー
ス
〉

〇
ビ
ジ
ネ
ス
Ｐ
Ｃ
・
簿
記
総
務
科

　
訓
練
期
間　
２
月
12
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
６
月
11
日

　
募
集
締
切　
１
月
19
日

〇
基
本
か
ら
学
ぶ
パ
ソ
コ
ン
実
務
科

　
訓
練
期
間　
２
月
15
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
５
月
14
日

　
募
集
締
切　
１
月
20
日

〈
３
月
開
講
コ
ー
ス
〉

〇
基
本
か
ら
学
ぶ
パ
ソ
コ
ン
・
Ｗ
ｅ
ｂ

活
用
科

　
訓
練
期
間　
３
月
３
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
６
月
２
日

　
募
集
締
切　
２
月
４
日

〇
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
活
用
科

　
訓
練
期
間　
３
月
８
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
６
月
７
日

　
募
集
締
切　
２
月
９
日

〇
短
期
で
学
べ
る
介
護
職
員
初
任
者

研
修
（
２
カ
月
）
科

　
訓
練
期
間　
３
月
23
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
５
月
21
日

　
募
集
締
切　
２
月
26
日

〇
マ
ル
チ
広
告
ク
リ
エ
イ
タ
ー
科

（
託
児
）

　
訓
練
期
間　
３
月
29
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
７
月
28
日

　
募
集
締
切　
３
月
４
日

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
、
任

意
検
定
料
な
ど
は
自
己
負
担
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
甲
府

　
　
（
甲
府
公
共
職
業
安
定
所
）

　
（
☎
２
３
２
‐
６
０
６
０
）［
45
＃
］

　
令
和
3
年
3
月
1
日
か
ら
障
が
い

者
の
法
定
雇
用
率
が
引
き
上
げ
に
な

り
ま
す
。
す
べ
て
の
事
業
主
に
は
、

法
定
雇
用
率
以
上
の
割
合
で
障
が
い

者
を
雇
用
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す

（
障
害
者
雇
用
率
制
度
）。

　
こ
の
法
定
雇
用
率
が
、
令
和
3
年 

3
月
1
日
か
ら
民
間
企
業
に
つ
い
て

は
、
2.2
％
か
ら 

2.3
％
へ
変
更
と
な

り
ま
す
。（
対
象
と
な
る
事
業
主
の

範
囲
が
、
従
業
員
43
・
５
人
以
上
に

広
が
り
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
甲
府

　
　
（
甲
府
公
共
職
業
安
定
所
）

　
（
☎
２
３
２
‐
６
０
６
０
）［
31
＃
］

　
甲
府
財
務
事
務
所
で
は
無
料
の
債

務
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

相
談
内
容
に
よ
り
解
決
の
た
め
の
助

言
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
法
律
専
門

家
を
紹
介
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

受
付
時
間　
月
～
金（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１

時
～
４
時
30
分

問
い
合
わ
せ

　
財
務
省
甲
府
財
務
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
債
務
相
談
窓
口

　
　
　
　
（
☎
２
５
３
‐
２
２
６
１
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

排出量㎏

25

30

35

40

45

50

55

11月10月9月8月7月6月5月

41

36

42

常永地区押原地区西条地区

各地区一世帯当たりのごみ搬出量

※「ごみ排出量」は可燃ごみと不燃ごみの１カ月の合計です。アルミ缶などの資源は除きます。

防災一口メモ　町の避難所と備蓄品は、全体の約１割分だけ！
　女性防災ネット昭和では、11 月 7 日に昭和町母子愛育会で防災講座を
行いました。参加者の感想のほとんどが「町の防災倉庫の備蓄品や指定
避難所に入れる人が、住民の約 1 割分しかないことに驚いた」でした。
　指定避難所の収容人数や災害備蓄品は、被害想定に基づいて策定され
ています。また、新型コロナウイルス感染防止のため、避難所の収容人
数が制限され、条件も定められているなど、避難してきた方全員が避難
所に入れるというわけではありません。
　また、災害が起こってすぐには公的な支援は始動しませんので、被災
から公助までの間、ご家庭で用意した備蓄品で生活していかなければな
りません。各ご家庭で、備蓄や建物補強などの自助をしっかりしていく
ことが必要です。 女性防災ネット昭和

障
が
い
者
の
法
定
雇
用
率
の

引
き
上
げ
に
つ
い
て

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
令
和

３
年
４
月
採
用
の
職
員
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

①
正
職
員
（
社
会
福
祉
士
・
一
般
事

　
務
職
）

・
募
集
人
数　
若
干
名

　
労
働
条
件
等
は
規
定
に
よ
り
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
選
考
方
法

　
第
一
次
審
査　
書
類
選
考
・
作
文

　
第
二
次
審
査　
面
接

・
応
募
資
格

　
令
和
３
年
4
月
1
日
か
ら
働
い
て

い
た
だ
け
る
方
で
、
普
通
自
動
車

運
転
免
許
を
有
す
る
こ
と
。

・
応
募
方
法

　
町
社
協
へ
履
歴
書
及
び
職
務
経
歴

書
並
び
に
作
文
（
テ
ー
マ
『
町
社

協
が
創
造
す
る
地
域
福
祉
』
に
つ

い
て
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
2

枚
程
度
で
ま
と
め
る
こ
と
）
を
募

集
期
間
内
に
提
出
す
る
こ
と
。

②
会
計
年
度
任
用
職
員
（
一
般
事
務

　
職
）

・
募
集
人
数　
１
名

　
労
働
条
件
等
は
規
定
に
よ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
１
年
間
（
更
新
あ
り
）

・
選
考
方
法

　
第
一
次
審
査　
書
類
選
考

　
第
二
次
審
査　
面
接

・
応
募
資
格　
正
職
員
と
同
様

・
応
募
方
法

　
町
社
協
へ
履
歴
書
及
び
職
務
経
歴
書

を
募
集
期
間
内
に
提
出
す
る
こ
と
。

③
登
録
ヘ
ル
パ
ー

・
募
集
人
数　
１
名

・
採
用
期
間
及
び
選
考
方
法

　
②
会
計
年
度
任
用
職
員
と
同
様

・
応
募
資
格

　
令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
、
65
歳

未
満
で
介
護
職
員
初
任
者
研
修

（
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）
受
講
修
了
者

以
上
で
、
令
和
３
年
4
月
1
日
か

ら
働
い
て
い
た
だ
け
る
方
。ま
た
、

普
通
自
動
車
運
転
免
許
、
及
び
自

家
用
車
を
所
有
し
、
業
務
に
使
用

で
き
る
方
。

・
応
募
方
法

　
会
計
年
度
任
用
職
員
と
同
様

・
活
動
内
容

　
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
支
援

　
（
福
祉
バ
ス
添
乗
、軽
度
生
活
援
助
、

　
友
愛
訪
問
、
総
合
事
業
訪
問
型

　
サ
ー
ビ
ス
A
等
）

・
活
動
時
間　
週
に
４
～
５
時
間
程
度

・
時　
　
給　
活
動
内
容
ご
と

・
募
集
期
間

　
職
種
①
②
③
と
も
に
、
令
和
２
年

12
月
1
日
（
火
）
～
令
和
３
年
１

月
29
日
（
金
）
午
後
５
時

※
郵
送
で
の
提
出
は
１
月
29
日（
金
）

　
ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り

　
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
介
護

予
防
事
業
の
一
環
と
し
て
、
高
齢
者

の
た
め
の
「
健
康
体
操
教
室
」
を
開

催
し
ま
す
。

日
時　
２
月
１
日
～
22
日
の
間
の
、

　
　
　
毎
週
月
曜
日　
全
４
回

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場
所　
総
合
会
館　
軽
運
動
室

内
容　
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

対
象　
町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

定
員　
30
名

参
加
費　
各
回
１
０
０
円
（
各
回
の

受
付
時
に
集
金
）

講
師　
㈱
エ
ム
ズ
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　
　
　
荻
原 

悦
子　
氏

受
付
開
始　
１
月
18
日
（
月
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～

※
電
話
の
み
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

　
（
窓
口
で
の
受
付
は
不
可
）

※
ご
本
人
が
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
参
加
者
に
は
通
知
を
発
送
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

令
和
３
年
度
職
員
採
用
に
つ
い
て

文
芸
コ
ー
ナ
ー

短
歌

書
初
め
の
課
題
書
く
手
は
懸
命
に

　

今
す
ぐ
マ
ス
ク
外
し
て
あ
げ
た
し

河
田
よ
し
恵

コ
ロ
ナ
禍
で
自
分
の
暮
ら
し
考
え
る

　

何
時
も
出
て
く
る
終
戦
当
時

石
原　

明
子

南
国
の
ヒ
シ
バ
レ
イ
ゴ
は
軒
下
に

　

ま
っ
赤
の
花
を
十し

も

つ

き

一
月
迄
も

輿
石
ミ
ス
子

穏
や
か
な
年
を
願
い
て
仰
ぐ
空

　

不
安
打
ち
消
す
ベ
ラ
ン
ダ
の
風

松
田　

君
江

根
付
く
か
な
案
じ
植
え
た
り
イ
モ
カ
タ
バ
ミ

　

晩
秋
の
陽
に
華
や
か
に
咲
く

田
中　

祥
子

◎
一
緒
に
「
短
歌
」
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　 

短
歌
部
で
は
皆
さ
ま
の
入
部
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
文
化
協
会 

短
歌
部

（
事
務
局  

生
涯
学
習
課  

☎
２
７
５

‐

８
６
４
１
）

健
康
体
操
教
室

求
職
者
支
援
訓
練
の
受
講
者
募
集

国保ミニだより
　町が医療機関などに支
払った 11 月分の医療費は、
約 8,134 万 1 千円（前年同
月比 4.06% の増）です。
　 ジェネリック医薬品は
新薬と同等の効果が期待
でき低価格に設定されて
います。医師等と相談し
積極的に活用しましょう。

　11月は、先月と比較すると
全体の収集量は約 16t 増の352t
となり、一世帯あたりの収集
量では先月と比べて 2 ㎏増の
39 ㎏となりました。引き続き
Reduce（リデュース＝ごみを
出さない）Reuse（リユース＝
ごみを再使用する）Recycle（リ
サイクル＝ごみを再利用する）
の再確認、生ごみの水切りや
ごみの分別を徹底し、ごみの
減量を心がけましょう！

返
し
き
れ
な
い
借
金
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？

会
計
年
度
任
用
職
員
を

募
集
し
ま
す
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発
行

／
山

梨
県

昭
和

町
役

場
　

　
編

集
／

企
画

財
政

課
〒

409-3880
山

梨
県

中
巨

摩
郡

昭
和

町
押

越
542-2

電
話

 055-275-2111
㈹

　
FAX 055-275-2109

U
RL　

https://w
w

w
.tow

n.show
a.yam

anashi.jp/
メ

ー
ル

　
kikaku@

tow
n.yam

anashi-show
a.lg.jp

公
式

ツ
イ

ッ
タ

ー
　

https://tw
itter.com

/show
atow

n

　今年はいつもと違った年末年
始となった方が多くいらっしゃ
るかと思います。おうち時間が
長く、いつものおせちも飽きて
しまったという方には、秋から
冬にかけて売られる山梨県産の
キウイフルーツと、栗の代わり
にりんごを使った「フルーツき
んとん」がおすすめです！
　きんとんは漢字で“金団”と
書き表し、黄金色の財宝に例え
られています。金運を招き、豊
かな1年が送れるようにという
願いがこめられた縁起物とされ
ています。冬に旬を迎える果物
は栄養価が高く、体の免疫力を
高めるビタミンCを多く含んで
います。人の移動が減り販路が
なく困っている地元の農家さん
を地産地消で応援しましょう♪

おすすめ☆おせちの地産地消アレンジ

◆…作り方
①	さつまいもを輪切りにし、厚めに皮をむいた
ら、水に30分さらしアクを抜きます。

②	柔らかくなるまで茹でます。
③	ゆで汁を切り、Aを加えマッシャーでつぶ
します。

　さらにBを加え中火にかけ、水気を飛ばすよ
うに練ります（練ることでなめらかにできあ
がります）。

④	小さくカットしたフルーツを、食べる直前
に潰さないように混ぜればできあがりです	
（リンゴはよく洗い皮付きのままカットして
混ぜると赤みが出てきれいです）。

食育推進協議会事務局…
いきいき健康課（☎ 275-8785）

フルーツいろいろきんとん
～ 今月は「西条新田区食生活改善推進員」からのレシピです ～

あとがき
　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
年
を

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
今
年
は
丑う
し

年
で

す
。
牛
の
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
な
歩
み
で
も
、
確
実
に

前
を
目
指
し
て
い
け
ば
必
ず
道
は
開
け
る
も
の
と
思

い
ま
す
。
未
だ
続
く
コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
、
今
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
を
確
実
に
実
施
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
昭
和
町
は
今
年
で
町
制
50
周
年
を
迎
え
ま

す
。
町
で
は
、
豊
か
な
ま
ち
の
誇
り
を
次
の
半
世
紀

へ
つ
な
げ
る
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
る
よ
う
、
各
記
念

事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
模
様
は
、

本
誌
で
も
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
も
広
報
昭
和
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

チャイルドシート
貸 与 事 業

利用料　無　料（１歳の誕生日の前日まで貸し出し）
対象者　町内に住所を有する１歳未満の子どもの保護者の方
問い合わせ　企画財政課　行政係（☎ 275-8154）

◆…材料（2人分）

…＊さつまいも…......１本
…＊キウイ….............. 1個
…＊リンゴ…............1/4個
…＊パイナップル (缶詰スライス）……3枚

今回は
　　“西条新田区

食生活改善推進員”から

A 砂糖…………… 50g
水……………… 50cc

Ｂ パイナップルの缶汁
............................. 50cc
バター…...................10g
塩…...........................少々

　令和3年(2021年)4月1日、昭和町は町制を施行してから50周年を迎え
ます。その記念すべき年、時を祝うため実施する事業の統一性を図り、本町
の魅力を町内外へPRするためにロゴマークデザインを募集したところ、 
町内小中学生をはじめ、全国各地から68点の作品の応募がありました。
　庁内及び町制施行50周年記念事業実行委員会において選考を行った結
果、次の作品がロゴマークとして採用されることとなりました。

　これから町では、このロゴマークを町制施行50周年に関わる事業等で活用するほか、町が認める事業に対して
も、その使用を許可していく予定です。
　令和3年が、昭和町にとって「豊かなまちの誇りを次の半世紀へ」つなげるスタートの年としてふさわしい一年
となり、さらに本町が発展できるよう事業を展開してまいります。
　今回、ロゴマークにご応募いただいた皆様、ありがとうございました。

【 制作者 】　佐々木 美樹子さん （三重県在住）

【 作品コンセプト 】
昭和町の木である「乙女椿」をモチーフにし、華やかな印象のデザインとしました。

町制施行５０周年記念
ロゴマークが決定！！
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